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未 来 を見
命
―
を救 え る の は あ ごい

…

５
周
年
を
迎
え
て
■

財
□
法
人
骨
髄
移
植
推
進
財
ロ

理
事
長

小
池

一
欣

一

平
成
３
年
１２
月
、
多
く
の
国
民

の
皆
様
の
期
待
を
担
っ
て
颯
々
の

声
を
上
げ
た
日
本
骨
髄
バ
ン
ク

は
、
本
年
１２
月
に
創
立
満
５
年
を

迎
え
ま
す
。
本
年
９
月
末
現
在
、

ド
ナ
ー
登
録
数
は
７
万
６
千
人
、

骨
髄
バ
ン
ク
を
介
し
た
骨
髄
移
植

は
８
８
０
例
に
達
し
て
お
り
ま

す
。
モ
リ
し
た
成
果
は
こ
の
５
年

間
、
た
ゆ
む
こ
と
な
く
‐‐温‐か
い
ご

支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
日
民

の
皆
様
の
主
口意
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
衷
心
よ
り
厚
く
御
札
を
申
し

上
げ
ま
す
。
私
ど

‐
も
も
、
財
団
設

立
の
理
念
に
立
ち
返
り
、
計
さ
続

き
諸
事
業
の
向
上
発
展
に
全
力
を

尽
く
す
所
存
で
‐あ‐‐一
〓
す
０
で
、

今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
・　
．
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白血病等の難病で苦しむ患者の方々の命をつなぐ

骨髄移植は、人から人への命の贈り物です。これま

で、国民の皆様の善意により、この命のll■ り物は、

多くの患者さんの貴い命を救つてきました。平成 8

年 9月末現在、 ドナー登録者はケ万 6千人:骨髄移
植件数は880例 となつています力ヽ 一人で も多 くの

方の命を救うためには さらに多くの善意力'必要で

「
■ノて、音Ⅲ ノこL力 をお襲いいたします。

1警渥以来多、の方々σ藩 意1漢を結ぶこ11=貢献
してきた骨詭バンク事業も、1今年12月で 5周年を迎

えることになりました。 5周年を心からお祝い申し

上げますとともに、これまで骨髄バンクを支えてこ

られた皆様に深く感謝の意を表します。

量99豊 .12「財団法人骨髄移植推進財団」設立

設

立

以
来

５
年

会
」
全
国
初
の
ギ
ナ
■
募
集
登

６
月
　
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
連
合

‐
・
し
‐

「全
国
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡

協
議
会
」
結
成

▼
１
９
９
１
年

「
羮
蝙
媚
饉

匁

鍵

‐
=|?|‐

督‐1卜|
||||||||||||
格栞1萌‐事巖1義

く 990年、集めた署名をたずさえて津劇早

生大臣 (当時)に骨髄バンク設立を陳晴

西日本初のポランティア団体

「骨髄献血の和を広げる会」の活動風景

檜舞鵞難議亀駅濫
主宰
.(ピア●カウジセリジク)なと 活動

骨髄バンク設立のために、憲者 として声

を上げた 3人の子どもたちを国んで

「なぜ」|と |その頃いつも思っていた。なぜ、この

ご
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全国大会・打ち合せ風景 l■l開催のたよ ボ
ランティアの方々に活躍いただいています。

992年 2月 、バンク設立 1周年記念全国大会 (第

1回 )開催

“

)

設
立
後
―

一
日
も
早
い
ド
十
１
登
録
１０
万
人
お

普
及
活
動
ヽ
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
支
援
の
お
■

ド
ナ
ー
登
録
者
数
の
増
加
と
と
も
に

移
植
件
数
も
順
調
に
伸
び
て
き
ま
し
た

響
鯰
鯰
瘍
悪

非
血
縁
者
間
骨
髄
移
植
第
１
例
実
施

ぶ以絣聾鮮
ます。

日本赤十宇社は、国の餃頼に基づき、全国の

血液センター内に骨髄データセンターを設置し、

骨餞提供希望者のHLA型 検査業務を中心に骨
権提供希望者のプラィ,ヾシ‐を厳重に守

'な
が

ら、公的骨髄バンク事業の一真をl llつ てまt｀ ウ

ました3今後とも、骨髄移植を必要 とする患者
さんのお役に立つよう努力してまいる所存でご

ざいますので、国民の皆様、関係機関の皆様の

1夏なる|ご支援をお願い致します。

一〕
（
Ｌ

千_ア ヾ`
■

Iキ
.1  ■■‐́

事
務
局

・
東
京
都
新
宿
区
の
公

衛
ビ
■
内
に
需
設

一ド
サ
ー
募
集

一
開
始

▼
１
９
９
２
年

１
月
　
日
本
赤
十
宇
社

一骨
髄
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
」
設
置

ド
ナ
ー
登
録
検
査
開
始

２
月

　

「骨
髄
バ
ン
ク
事
業
開
始
記
念

シ
ン
ホ
ジ
ウ
ム
」
開
催

６
月

　

「患
者
登
録
」
開
始
、　
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

７
月
　
骨
髄
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

「Ｈ
Ｌ

Ａ
適
合
検
索

。
２
次
検
査
」
開

始
、
ド
ナ
ー
登
録
累
計
１
万
人

８
月
　
各

マ
ス
コ
ミ

「兄
弟
間
の
骨
髄

移
植
ド
ナ
ー
死
亡
事
故
」
報
道

バ
ン
フ
レ
ツ
ト

一
部
改
訂

９
月
　
患
者

・
ド
ナ
ー
を
結
ぶ

「
コ
ー

デ
イ
ネ
■
■
」
開
始

１１
月

「日
本
骨
撻
バ
ン
ク
一二

―
ス
」

1994.5

く骨妻 ■取C三季

院 内′ ―ヾンタ .から .第|‐歩

加藤 俊一
東湛大学医学ぎ

小児科学教宣
=教
授

細抱移植医療 センター長

骨髄バンクの設立を求める市民や医療関係者

の運動が始まつた頃、rいより始めよ」のたとえ
のごとく医療従事者自身が登録をして院内バン

クを組織しました。19関年のことです。たった

数―

―
の登録でした力ヽ HLA抗原が一つ

異なるドナーが見いだされ、 8歳の患者さんに

非血縁者間骨髄移植が行なわれました。この患

者さんは現在も元気に生存中です。その命が公

的バンクの意義を言外に語っていると思えてな

りません。間もなくバンクを介しての非血縁者

問骨髄移植1000例に達しようとする今も。

キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ
を
搬
送
す
る
医
師

こ
の
中
に
採
取
さ
れ
た
骨
髄
液
が
入

っ
て
い
ま
す

く



議
響
薇
攀
・攀

難
甕
転
琥
辱
Ｑ

世 界 に誇 れ る骨髄 バ ンクに

陽田 秀夫
(福島県いわき市 )

勤 白血
「
粥υ正を機に

90年いわき市でボランティア

酢 を糸島織

現在、全国骨髄バンク推進連絡

協議会運営委員長

設立から5年、骨髄バンクは順調に進展を続

けてきた。しかし、今も多くの患者さんがドナー

を見つけられない現実から日をそらさず、運動

は間断なく続けなければならない。 5周年|を機

に、普及
―
の在り方も初さに返って見1ま

 ́   _ =― 、́ ― . ―・  ́  ―、 l● __   ́  ́・ノL」 r2u｀

化にっいても、私たち下本す人が国の垣根を越

えて世界の人々に貢献できるとしヽう崇高な理念

に基づかなければならなしヽ。理想を求めて開か

れた議論を重ね、世界に誇れる骨髄バンクに育

て上げるのは、私たち自身なのである。

移植を受けて元気になった患者さんの笑顔は、今病気と闘っている患者さんやバンク普及活動をしている全ての人々の心の支えです

バ
ン
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始

‐２
月
　
第
２
回
全
国
大
会
開
催
舎
杢
ふ
）

▼
１
９
９
１
年

２
月
　
ド
ナ
ー
登
録
累
計
４
万
人
―

一

骨
髄
移
植
１
０
０
例
達

‐成
一
一
・

４
月
　
厚
生
省
、
骨
髄
移
植
２
保
‐険
‐
‐
点

数
改
訂
　
　
　
．一
一
・●
一
一
一

６５鵬　籍け田
・登臓鰈鶉“一“＝デ‐‐‐‐一一

ネ
ー
タ
■
養
成
研
修
会
含
昼
ふ
、

景潮ｒ″一舞年卜ｒ一一　．

１
爆騨
ヽ
隷
伊牌
ぢ

一
鵞
羅
臨
囃

グ
導
入‐
一

１０
■
　
一
部
保
健
所
で
の
ド
ナ
ー
登
録

開
始

‐２
片

．第
３
回
全
国
大
会
開‐
催‐

大^
阪
）

バ
ン
フ
レ
ツ

‐
卜
改
訂

（ド
ナ
■

不
適
格
者
条
件
の
明
示
等
）

ド
ナ
ー
登
録
累
計
６
万
人

▼
１
９
９
５
年
．
・

１
月
　
公
共
公
上
最
露
便

キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
第
２
職
函
盟
媚

２
月
　
骨
髄
移
植
３
０
０
例
達
成

６
月
　
ド
ナ
■
登
録
説
明
用
ビ
デ
オ
改

一　
　
訂‐
、
ボ
ナ
ー
登
録
累
計
７
万
人

９
月
　
骨
髄
移
植
５
０
０
例
達
成

１０
月
　
街
頭
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
実
施

（東

京
地
区
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

支
援
行
事
）

・２
月
　
第
４
回
全
国
大
会
開
催
舎
杢
示
）

一　
　
地
区
普
及
広
報
委
員
研
修
会

。

委
嘱

▼
１
９
９
６
年

４
月
　
厚
生
省
、
骨
髄
移
植
の
保
険
点

数
改
訂

６
月
　
公
共
公
告
機
構
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
第
３
弾
開
始

８
月

第
４
回

一
般
公
募

コ
ー
デ
ィ

・　
　
ネ
ー
タ
ー
養
成
研
修
会

ド
ナ
ー
登
録
累
計
８
万
人

１０
月
　
骨
髄
移
植
９
０
０
例
達
成

■
月
　
「日
本
骨
髄
バ
ン
ク
ニ
ュ
ー
ス
」

第
９
号
発
行

‐２
月
　
５
周
年
記
念
全
国
大
会
開
催

（昔
企
尽
）

車
釆
ヘ
ー
移
植
を
必
要
と
す
る

今
て
の
患
者
さ
ん
が
健
康
を
と
り
戻
せ

口貯胴屋瑚瀦脚醐録の雌まを

ヽ
ざ
し
て

い
ま
す

凩
鵡

骨髄バンク事業が開始されてから5年、骨池移植例数は間

もなく1000例 に達しようとしている。この数はアメリカ、長

い歴史を有する英国に次いで世界第 3位である。いくつかの

問題点もあるが、順調に推移してきているといつてよいであ

ろう。この紙面を借 りて、実務を担われている骨髄採取・移

植病院の関係者、コーディネーター、財団の事務局の方々に

これ迄のご努力に対して心からの感謝を申し上げたい。また、

財団の各委員会委員の方々、ボランティアの方々の今迄のご

尽力に対して感謝する次第である。これまで順調に来た我が

国の骨髄バンクであるが、 ドナー登録者の拡大、これから始
まるNMDPと の協力の実施、財政問題など問題は山積して
いる。持様のご協力で我が国の骨髄バンクが発展することを

心から祈念している。

轟ド麟伶

骨飽 ンヾクの広報ポスター・里爾求の王貞治監督、柔道の山下泰裕元選手、力 憂

の東ちづるさんにつづいて95年は大相撲の貴闘力関にこ協力いただきました
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柳田邦男

1936年 1栃本県生 まれ。NHK記 者時代 にFマ

'ハの恐怖Jを発表。ノンフィクション作家 と

なる1代表作 に『空自の天気図JFガ ン回廊の

朝 J、 最近作に『サクリファイスコ「死の医学

への序章 lF死の医学への日記JFぃ のちJな

ど。 (財 )骨髄移植推進財団理事

「い
の
七
）」
の
か
た
ち
が
見
え
て
く
る
時

作
家

柳

田
邦

男

私
事
に
な
る
が
一
‥
年
前
の
夏
、
２５
歳
だ
つ
た
次

男
が
心
の
病
い
か
ら
二
ら
命
を
断
と
う
と
し
て
脳
死

に
陥
っ
た
と
き
の
こ

一で
あ
る
　
私
た
ち
家
族
は
、

息
子
の
た
め
に
何
力

）て
や
れ
る
か
、レ
ニ
、も
悩
ん

だ

救^
命
セ
ン
タ
■
（
ベ
ッ
ド
一
イ
ド
で
、な
お
も
心

臓
の
鼓
動
が
つ
づ
い
て
い
る
彼
の
血
色
の
い
い
顔
を

見
つ
め
て
い
る
う
ち
二
、
彼
が
数
か
月
前
に
、
発
足

し
て
間
も
な
い
骨
髄
（
ン
ク
に
ド
ナ
ー
の
登
録
を
し

て
い
た
こ
と
を
一思
い
出
し
た
．

自
分
が
大
学
に
も
，
け
ず
、
社
会
に
出
て
働
く
こ

と
も
で
き
な
い
が
ゆ
え
に

一誰
か
ら
も
必
要
と
さ
れ

て
い
な
い
存
在
」
な
ん
だ
と
考
え
て
、
疎
外
感
に
打

ち
ひ
し
が
れ
て
い
だ
彼
は
、
あ
る
日
、
通
院
し
て
い

た
病
院
の
帰
り
に
―‐‐‐、
』
赤
の
血
液
セ
ン
タ
ー
に
立
ち

寄
っ
て
、
ド
ナ
ー
の
登
録
を
し
た
の
だ
っ
た
。
彼
は

そ
の
こ
と
を
、
私
に
さ
り
げ
な
く
話
し
た
が
、
お
そ

ら
く
内
面
で
は
、
そ
う
い
う
行
為
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、自
分
の
存
在
を
確
か
め
自
分
の
死
を
避
け

よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
＾

脳
死
に
陥
っ
た
彼
は
、
も
は
や
誰
か
に
骨
髄
を
提

供
す
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
私

た
ち
家
族
は
、
彼
の
気
持
ち
を
汲
み
取
っ
て
、
死
後

の
腎
提
供
を
決
意
し
た
ｃ
そ
し
て
、
Ｈ
日
目
に
心
停

止
が
や
っ
て
き
た
と
き
、
私
た
ち
は
す
み
や
か
だ
別

れ
を
告
げ
て
、
腎
臓
の
摘
出
に
同
意
し
た
．
二
一ンの

腎
臓
は
二
人
の
中
年
の
患
者
さ
ん
に
一
つ
ず
つ
移
植

さ
れ
、
一
一人
と
も
と
て
も
元
気
に
な
ら
れ
た
■
い
つ
．

と
く
に

一
人
の
男
性
は
別
人
の
よ
う
に
入
柄
が
変

わ
っ
て
、
明
る
く
温
厚
に
な
り
、
家
族
か
ら
喜
ば
れ

て
い
る
と
、　
コ
ー
デ
イ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
同
っ
た
．^

そ
こ
で
私
が
あ
ら
た
め
て
気
づ
い
た
の
は
、一
人ヽ
間

の
精
神
性
を
含
め
た
「
い
の
ち
」と
い
う
も
の
は
、他

者
と
り
わ
け
親
密
な
周
囲
の
人
々
と
の
関
係
性
に

よ
っ
″
、

か
た
ち
や
色
が
く
っ
き
り
と
浮
か
ず
上

が
っ
て
く
る
も
の
な
の
だ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た

息

子
の
「
い
の
ち
」
は
生
物
学
的
な
身
体
だ
け
で
は
な

い
。
私
た
ち
が
彼
の
生
活
と
人
生
の
多
く
を
共
有
し

た
と
い
う
こ
と
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
彼
の
精
＝
的

な

「
い
の
ち
」
を
私
た
ち
も
共
有
し
て
い
る
こ
と
を

意
味
す
る
。
そ
の
共
有
関
係
ゆ
え
に
、
私
た
ち
は
彼

の

「
い
の
ち
」
が
本
来
持
っ
て
い
た
か
た
ち
や
色
を

鮮
明
に
浮
き
上
が
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思

つヽ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
彼
の

「
い
の
ち
」
が
奏
で

た
音
は
、
見
ず
識
ら
ず
の
他
者
の

「
い
の
ち
「
に
こ

だ
ま
し
て
い
そ
の
他
者
の
蘇
り
の
あ
た
た
か
い
響
き

が
、
私
た

‐‐‐
ち
の
」
生
と
死
十
一
確
力
ｔ
膨
ち
み
そ
も

た
ら
ｔ
て
く
れ
上
の
デ
。　
　
・
・　
・　
　
　
一一　
一

髄
劉
躊
岬
躙
一
ル
″
一
み
は
″
”
”
ｒ
助
‐々
‐̈々

げ
岬

談
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
移
植

‐を
受
‐―サ
‐た

―人
々
ｔ
ｒ

人
生
■
明
か
る
一
展
望
が
開
け
た
こ‐と
へ
‐の―・憾
激
と

い
け
料
い
¨
榔
け
】
“
潮
測
‐
‐
‐こ を
葡
“
ず
４
螂
榔
型
‐
‐
し 者

な
く
て
は
い
対
な
い
の
力
■
一
一
撻
れ
あ
い
や
子

‐‐
供

¨
』
「
り
圏
展
し‐‐
受
「
骰
い
い
い
‐こ‐るド
疑
卿
燎
‐‐で
れ
一

か
で
誰
か
の

「
い
の
ち
上
が
救
ゎ
れ
た
．と
〓
―
本
人

が
精
神
的
な
安
定
感
や
成
長
感
を
獲
得
し
た
だ
け
で

な
く
、
家‐一
が
一
一

‐‐と‐や
ｉ
ｔ
さ
で
本
人
‐‘
現
〓
！

う
に
な
っ
た
．と
い
う
。
子
供
が
生
活
態
度
‐を
変
え
、

将
来
の
生
ぎ
方
を
し
つ
か
り‐
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
例
も
あ
る
。　
　
　
　
　
・

・

「
い
の
ち
」と
は
いま
ざ
に
人
間
の
関
係
性
の
な
か

で
輝
い
た
り
し
ぼ
ん
だ
り
す
る
も
の
な
の
だ
。
骨
髄

移
植
を
受
け
る
人
は
い
問
も
な
ぐ
千
人
に
達
す
る
と

い
う
。
そ
の
政
だ
け
様
々
な
か
た
ち

‐とｔ
の
「
い
の

ち
」
の
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
．た
こ
と
を
想
う
之
い
私

‐―ま

こ
の
社
会
に
な
望
を
ｔ
く
こ
と
が
で
・き
る‐
の
だ
■
一
．

JL_二
‐|二 _三二
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● 司会
貝オ団普及広報委員長
東京都老人医療センター
血液科部長

森 具由美

聾
　
一■
■

善
襲̈
エ
ン
ク
一
■
崚
〓
嗜
■
ギｔ

〓
・

■
〓
■
暴
〓
尋
撃
七
誌
軍
一　
∵
，す
。

藤
岡
　
設
立
当
初
の
期
待
卜
り
早
い
歩
み
だ
と
思

い
ま
す
が
、
私
の
ま
わ
り
〔
ま
だ
ド
ナ
ー
を
見
い

だ
せ
な
い
で
い
る
多
く
の
墓
石
さ
ん
を
思
う
と
ま

だ
満
足
で
き
る
と
は
い
え
な
い
と
思
い
ま
す
。

斗
ヶ
沢
　
骨
髄
バ
ン
ク
の
番
球
者
が
７
万
人
を
超

え
る
規
模
に
発
展
し
た
こ
レ
は
、
日
本
人
に
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が
あ
る
●
で
り
こ
と
を
実
証
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
特
に
莉
規
ド
ナ
ー
登
録
者

一　
　
の
半
数
を
２０
代
の
若
者
が
上
の
て
い
る
こ
と
は
、

一・　
　
若
者
の
健
全
さ
を
示
し
て
■
り

「な
か
な
か
や
る

一一
　

じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
感
い
で
す
。

員
谷
　
民
間
の
動
き
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
、
国
民

の
幅
広
い
理
解
の
も
と
に
順
調
に
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
骨
髄
バ
ン
ク
が
法
律
な
し
に
発
展
し
て

い
る
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
す
ね
。
関
係
者
の
努

力
と
国
民
の
皆
様
の
ご
支
援
に
感
謝
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

東
　
活
動
を
は
じ
め
た
４
年
前
と
は
ず
い
ぶ
ん
違

っ
て
き
て
い
ま
す
。
講
演
に
も

「ち
ゃ
ん
と
知
ろ

う
」
と
い
う
意
識
で
き
て
く
れ
ま
す
。
高
校
、
大

学
に
呼
ば
れ
る
こ
と
も
多
い
ん
で
す
が
、
若
い
人

が
力
に
な
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
ね
。

小
寺
　
骨
髄
バ
ン
ク
に
よ
る
移
植
件
数
の
約
９
０

０
例
は
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
に
次
い
で
世
界

で
３
番
目
で
す
。
短
期
間
で
よ
く
こ
れ
だ
け
の
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
骨
髄
移
植
で
し
か
治

ら
な
い
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の
患
者
さ
ん
の
約

半
数
を
治
癒
に
向
か
わ
せ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
素
晴

ら
し
い
こ
と
で
す
。　
一
方
、
病
の
進
行
に
よ
る
患

者
登
録
の
取
り
消
し
も
多
く
、
設
立
当
初
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム

を
見
直
さ
な
け
れ
ば
残
り
の
人
は
救
え
な
い
と
思

い
ま
す
。

藤
岡
　
最
近
は
ス
ム
ー
ズ
に
退
院
に
向
か
っ
て
い

る
と
い
う
人
の
話
を
よ
く
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ド
ナ
ー
が
増
え
て
き
た
こ
と
と
、
医
師
や
関

係
者
の
方
々
の
努
力
が
実
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
て
い
ま
す
。

は
　
ヽ
∵
二

熟ヽ墾
基
蓄
葦
か
尋
手
〓
〓
ｉｆ
等
彙
寺
て

‘寿
〓
一■
■
」懸
，
い
票
す
、

藩
同
　
当
初

「自
分
の
娘
を
助
け
て
ほ
し
い
」
と

思
う
気
持
ち
で
、
人
の
こ
と
を
考
え
る
余
裕
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
運
動
を
し
て
い
く
中
で
個
人

で
ド
ナ
ー
探
し
を
す
る
こ
と
に
抵
抗
、
限
界
を
感

じ
ま
し
た
。
人
の
釜
呈
思
を
自
分
の
物
差
し
で
計
っ

て
は
い
け
な
い
と
思
っ
た
の
で
す
。
社
会
全
体
と

し
て
大
勢
の
人
を
助
け
る
運
動
が
必
要
で
し
た
。

女優

厚生省臓器移植対策室長

饉ヽ
　
一●
一

小 寺  良 尚  財団中央調整委員長

斗 ヶ沢 秀 俊  毎日新聞社記者

藤岡八重子 ボランテイン‐
・
■ヽ

豪 t(″ 辞

〈五十音順〉



そ
れ
が
骨
髄
バ
ン
ク
だ
つ
た
の
で
す
。

東
　
私
は
母
校
の
後
輩

（自
血
病
）
を
助
け
た
く

て
登
録
し
ま
し
た
。
活
動
し
て
み
て
、
彼
を
助
け

る
こ
と
が
他
の
患
者
さ
ん
も
助
け
る
こ
と
に
つ
な

が
る
と
わ
か
つ
た
の
で
す
。

小
寺
　
医
療
界
で
は
、
１
９
８
０
年
代
半
ば
に
シ

ク
ロ
ス
ポ
リ
ン

（免
疫
抑
制
剤
）
が
Ｇ
Ｖ
Ｈ
Ｄ
を

制
御
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
、
血
縁
の
移
植

成
績
も
安
定
し
て
き
ま
し
た
。
す
る
と
、
血
縁
者

間
に
提
供
者
を
持
た
な
い
残
り
の
７
割
の
患
者
さ

ん
を
ど
う
す
る
か
が
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
ち
ょ

う
ど
大
谷
貴
子
さ
ん
が
運
動
に
立
ち
あ
が
ら
れ
た

の
で
、
そ
れ
を
受
け
て
、
名
古
屋
骨
髄
移
植
グ
ル

ー
プ
が
民
間
の

「東
海
骨
髄
バ
ン
ク
」
を
作
っ
た

の
で
す
。

は
　
行
政
と
い
う
立
場
か
ら
最
も
解
決
さ
れ
る
べ

き
理
題
は
何
だ
っ
た
ん
で
し
よ
う
。

貝
谷
　
民
間
バ
ン
ク
の
動
き
も
あ
り
ま
し
た
が
、

ド
ナ
ー
の
安
全
性
と
負
担
に
つ
い
て
は
慎
重
に
考

え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
研
究
班
で

方
向
を
出
し
、
審
議
会
に
か
け
る
と
い
う
手
順
を

踏
み
な
が
ら
、
当
時
の
担
当
者
は
前
向
き
に
取
り

組
ん
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
事
態
が
起
さ

て
も
崩
れ
な
い
よ
う
、
公
平
、
公
正
を
原
則
に
、

慎
重
に
仕
組
み
を
作
っ
て
き
た
こ
と
が
、
現
在
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

壷
　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
当
時
の
状
況
を
ど

の
よ
う
に
見
て
お
ら
れ
ま
し
た
か
）^

斗
ヶ
沢
　
１
９
８
８
年
２
月
、
東
京
で
最
初
に
設

立
運
動
を
始
め
た
橋
本
明
子
さ
ん
に
取
材
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
、
こ
の
世
界
に
は
ま
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
（笑
ヽ

骨
髄
バ
ン
ク
が
短
期
間
に
発
展

し
た
理
由
と
し
て
は
ま
ず
、
バ
ン
ク
設
立
と
い
う

目
的
が
正
し
か
っ
た
。
次
に
、
自
分
だ
け
が
と
い

う
気
持
ち
を
乗
り
越
え
て
一
歩
高
い
と
こ
ろ
に
立

と
う
と
し
た
患
者

。
家
族
、
そ
れ
を
支
持
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
専
門
家
が
三
位

一
体
で
運
動
を
進

め
た
こ
と
ｃ
三
つ
目
に
は
、
世
界
に
全
米
骨
髄
バ

ン
ク

（Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ｐ
）
な
ど
の
先
例
が
あ
っ
た
。
も

う

一
つ
、
そ
れ
を
進
め
て
い
た
人
に
魅
力
が
あ
っ

た
（笑
）。
橋
本
さ
ん
や
大
谷
さ
ん
、
そ
し
て
藤
岡

さ
ん
の
よ
う
な
、
厳
し
い
状
況
の
中
で
も
前
向
き

に
明
る
く
生
き
生
き

と
進
め
て
い
っ
た

人
々
の
モ
不
ル
ギ
ー

が
根
底
に
あ
っ
た
ん

だ
と
思
い
ま
す
。

晰
　
東
さ
・為
鐘
、
各

地
で
講
演
さ
れ
て
審

ま
す
が
何
ヵ
所
ぐ
ら

藝
に
な
り
ま
す
か
。

東
　

ワヽ
ー
ん
数
え
き

れ
な
い
。
４０
～
５０
回

に
は
な
る
と
思
い
ま

す
。
日
本
中
行
き
ま

し
た
ね
え
。
私
自
身

は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

・■
一

人
っ
て
、
誰
で
も

何
か
に
心
を
動
，
さ
れ
た
と
参

黎
咆
腋
聰
鶉
米
シ
饂
靱
饂
沐
陵

隧
絣
鞣
芍
径
悦
、
ぬ
軋
瘍
鰊
憔
旗
う
な
な
す

鶉
熾
鐘
蝋
徘
膠
縣
睾
虔
な
す

一
一
二
】
一
一
学
環
礁
瑯
・一
一

踪財
駈
鱗
諄

珀貯
一一一

Ｔ
一一一４

厖
行
動
し
て
い
く
Ｌ
の
な
ん
で
す
腋
繹

合
わ
な
く
て
、
登
録
を
す
る
ま
で
に
時
間
が
か
か

り
ま
し
た
。
骨
髄
バ
ン
ク
も
よ
く
知
ら
れ
て
な
く

て
、
な
か
な
か
マ
ス
コ
ミ
も
取
り
上
げ
な
い
状
況

で
し
た
ね
。

藤
岡
　
コ
ー
デ
イ
ネ
ー
ト
の
際
、
東
さ
ん
の
話
を

聞
い
て
登
録
し
た
と
い
う
人
が
い
ま
し
た
よ
。

東
　
う
れ
し
い
で
す
ね
。
ド
ナ
ー
に
な
る
っ
て
本

当
は

Ｊ
歪
両
な
行
い
な
ん
だ
」
と
言
い
た
い
で
す

ね
。
人
は
何
か
に
心
が
動
か
さ
れ
た
と
き
、
行
動

し
て
い
く
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
よ
。

蝙
　
ヽ
」の
５
年
間
の
シ
ス
テ
ム
鋳
推
移
に
つ
い
て

は
ひ
か
が
で
し
ょ
う
か
ｃ

小
寺
　
当
初
は
本
来
そ
の
立
場
に
な
い
医
師
が
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今

は
専
門
の
コ
ー
デ
イ
ネ
ー
タ
ー
を
置
き
、
研
修
会

を
持
つ
な
ど

（過
去
４
回
実
施
）
理
想
的
な
か
た

ち
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

Ｌ
　
厚
生
省
は
来
饉
度
、
骨
攀
バ
ン
ク
運
営
費
と

り
で
６
億
６
千
万
円
を
予
算
警
示
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
５
等
間
で
約
３
倍
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。

員
谷
　
制
度
を
立
ち
上
げ
た
後
は
必
要
な
財
政
的

な
援
助
を
す
る
の
が
国
の
立
場
で
す
。
国
の
財
政

曇

静かな医療文化革命
‐|‐ |||||‐ ||||‐ |‐
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者
間
移
植
と
そ
ん
な
に
変
わ
ら
な
い
。
慢
性
角
血

病
で
は
血
縁
に
は
及
ば
な
い
が
先
天
性
疾
患
は
血

縁
と
変
わ
ら
ず
、
再
生
不
良
性
貧
血
も
ほ
ぼ
血
縁

に
近
い
成
績
で
す
ｃ
重
症
の
Ｇ
Ｖ
Ｈ
Ｄ
を
い
か
に

起
こ
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
か
が
課
題
で
す
）^
血

清
学
的
に
適
合
し
て
い
て
も
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
レ
ベ
ル
で

調
べ
る
と
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
レ
ベ

ル
で
の
適
合
が
Ｇ
Ｖ
Ｈ
Ｄ
を
抑
え
る
キ
ー
ポ
イ
ン

ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
移
植
成
績
向
上
の
た
め
に

も
、
も
っ
と
ド
ナ
ー
登
録
者
数
を
増
や
す
必
要
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

一．〓　
移
縫
一セ
ン
タ
ー
の
移馨
鶴
な
望
む
鶯重
な
な
ラ
ン

一　
ィ
ア
毒一環

か̈
ら
出
て
い
ま
す
が
（）

■
寺
　
移
植
施
設
の
拡
充
と
い
う
と
ハ
ー
ド
面
を

―
メ
ー
ジ
し
ま
す
が
、
名
古
屋
第

一
赤
十
一主
精
院

で
は
‐２
床
の
無
菌
室
で
年
間
６５
例
＜
ら
い
の
移
植

を
し
て
い
ま
す
´
稼
動
率
は
６０
％
程
度
　
そ
れ
以

上
に
な
ら
な
い
の
は
少
し
前
は
十
１
ス
不
足
、
今

は
医
師
不
足
が
問
題
で
す
　
患
者
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

■
―
を
置
き
た
く
て
も
人
件
費
が
問
題
で
す
ｃ
移

植
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
機
能
を
持
つ
病
院

を
、
必
要
な
地
域
に

は
整
備
し
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

綺
貶
膵
跛
曖
、
ナ
ー
ス
、
Ｒ
忘
は
も
と
輩
苛

一一　
吻
暑
忽
写
量
綺
ｌ
、
Ｌ
Ａ
、
薬
ｍ
、
給
食
な
ど

饒
丼
蟄
膊
凩
●
プ
珀
抒
蜆
わ
っ
て
の
チ
ー
上
丞
療
で
す

■
●
●
●
・

マず鑓歳為

1編
烙 鵞菖覆E嬉厨 象l

わらでどんなに嬉しくクリスマスを過

ごしたことでしょぅ。その前年、辛い

7台療に 籠独 てヽ,も いいよ」 というま
“
0

我慢していた姿に

'J室

で涙した頃、ジ

貝
谷
　
地
区
ご
と
の
　
　
な
情
報
を
隠
さ
な
い
こ
と
と
、
批
判
を
誠
実
に
受

充
実
を
図
り
、
そ
の
　
　
け
と
め
る
こ
と
で
す
ｃ
９‐
年
の
血
縁
者
間
移
植
の

上
で
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
　
　
麻
酔
事
故
は
マ
ス
コ
ミ
に
よ
っ
て
初
め
て
オ
ー
プ

ン
タ
ー
的
な
も
の
を
　
　
ン
に
な
り
ま
し
た
が
、
万
が

一
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ

度
予
算
倍
増
を
要
求
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
献

血
並
み
の
負
担
で
す
む
末
槍
血
幹
細
胞
移
植
や
膀

帯
血
移
植
の
研
究
な
ど
の
他
、
海
外
の
研
究
者
と

の
交
流
を
図
る
経
費
な
ど
も
要
求
し
て
い
ま
す
。

Ｌ
　
雲薫
後
に
こ
れ
だ
け
は
と
い
４
，二
言
を
´́

斗
ヶ
沢
　
公
開
性
の
ポ
イ
ン
ト
は
自
分
に
不
都
合

た
場
合
に
も
公
表
し
て
ほ
し
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
た
ち
が
骨
髄
バ
ン
ク
を
支
え
て
い
る
こ
と
を

再
認
識
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
良
好
な

関
係
を
保
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

藤
岡

　

「忠
言
は
耳
に
逆

りヽ
ごヽ

と
ぃ
ぃ
ま
す
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
患
者

。
家
族
の
苦
言
に
も
耳
を

傾
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム

は
行
政
と
日
赤
、
財
団
の
三
位

一
体
で
進
め
て
ほ

し
い
。
そ
れ
に
期
待
す
る
全
国
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

は
一
生
懸
命
応
援
し
て
い
ま
す
か
ら
。

斗
ヶ
沢
　
感
動
の
広
が
り
を
大
切
に
し
た
い
。
財

団
は
患
者

。
家
族
の
一
筋
の
光
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

小
寺
　
行
政
や
実
施
機
関
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
幸

福
な
関
係
と
い
う
点
に
お
い
て
バ
ン
ク
は
、　
一
つ

の
モ
デ
ル
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

員
谷
　
シ
ス
テ
ム
の
改
善
や
財
政
面
を
含
め
て
、

積
極
的
に
支
援
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
　
今
日
の
話
が
実
現
す
れ
ば
、
す
ご
く
希
望
が

持
て
ま
す
。
早
く
全
国
の
皆
さ
ん
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
人
た
ち
に
伝
え
た
い
で
す
ね
。

審
澪
重
墨
澪
ｐ｝婁
納薯
轟
箕
智
／讐
よ
警
」い
ま
移
穐

と
い
う
の
は
考

そヽ
ら

れ
ま
す
が
…
。
そ
の

件
に
つ
い
て
は
、
今

後
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
な

お
研
究
面
で
は
来
年

自然 に 出た 結 論

飯田 喬之
〈山形市・ 49歳〉



日本 骨髄バ ンクの状況

年間

登録者数

25,000メ、

20,000メ、

15,000メ、

10,000メ、

5000メ、

平成3年 12月、当財団力治幡格れ日

…

の協力により、日本髄 ンヾク事業が開始されました。この12月

には満5年となります。骨髄バンク事業の現状は、本年 9月末蕩賄kドナー登録現在数76′ 07吠 患渚登録累計数
4,460人 胴 勤函蕉楼女880例になりました。ご協力賜りましたすべての皆様に心から厚く御礼申し上げます。

累言T登録者数

75,000メ、

50,000人

25000ノ｀

ドナー登録平 均 1 45% 1 35%  20%

■ HLA適合 患者・ ドナ ーの 1犬況  (平成8年 0月 7日現在)

患 者 の 状 況 ド ナ ■ の 状 況

患者登録数 (累計 ) 4′ 474人 ドナー登録数|(累計 ) 82′ 447人

患 者 登 録 現 在 数 |′ 507A ドナニ登録現在数 76′ 070人

2次検査 (DR)実 施 ドナ■現在数 55′ 265ン｀

H LA適合患者数 (累計 ) 3′ 224ノヽ 自LA適合報告|ドナー数 (累‐計) 2,328人

X患者登録現在数は、現在登録 されている患者数 (患者登録数く累計〉か ら登録 を取 り消された患者数および移植実施患者数を引いた数)です。

40歳代 (50歳含む) ドナー登録者数

9■年1登1録1者

95年 登 録 者

96年 登 録 者 1 54% 1 30% 1 16%(9月 まで)

'21年

1登埼■1者

93年 登 |‐ 録 者

■移 植 患者 の状 況

地
　
劉

住
　
劉

｝
一一一『

移植患者居1植患1者疾病別 成人 626(人 )

彗彗年 小児 254(人 )

最も多いのは慢性骨髄性白血病.

病状の安定期間が長 く、登録から

移植まで長期間待つことができる

から―です。       ■ |

1鏡1鸞亀

手
赫
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雛
Ⅲ
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提供 ドナーの居住地域および、
| ||. ‐ 1採取施設地域別

入院日数

3‐日・‐69AII

基 |

鮮
100/t17373



非血縁者 間骨髄移植 の成績

動骨髄移植推進財団中央調整委員会

日本骨髄バンクを介した非血縁者間骨髄移植は、1993年 1月の第 1例から本年 9月末までに8Ю例が実施されました

%年 86011、 知年 18301、 %年 34拶瞑 %年 (9月 まで)270blと年を追うごとに増加しています
=

今回は95年 3月 までに実施された移植35″Jのうち、昨年 10月時点の報告をもとに解析できた31師1について、その移

植成績の概要を報告するものです。なお、今回の報告触Э当時はドナー登録数力沙 なく移植までに時間を要した詈
=:

も多いこと②日本における非血縁者間骨髄移植の経験が曳い中での成績であること3移橿からの経過時間力■三_嘔ず

が多いこと、等からあくまでも予備的報告であることをこ理解ください
=

急性 白血病 137人、慢性 白血病 08人、骨髄異―/す症侵詳 2

■ 白 血 病 、 骨 髄 異 形 成 症 候 群 の 移 植 成 績

茂 の壇手 |■ ´
「

■́、主主 こょ.`多・Eテ員■`異■ 三F:‐三
=三
主「

(小児、大人)に分|テ、さらに比較討良好なたヽえ 、スタンター●ノスク で
移植 /・ 受けた方と ある碍宵病メ+ボ千年 |サ ‐

`′

イヽ11フ クヽ め?つのグ∫I′

―ワ:こ
=|て
ifを示します

ともダらなt｀ 1■て下  三

白血病患者の移植後の生存率 ■i以下

スタンダー ドリスク (N:14)

急1■自血病第 1草解期

1ヨ性骨髄性白血病第 1慢 1生期

ハイリスク (N142)
急性申ユ病第2草ml
慢性骨髄性 白血病加速期以降

‐ ‐
| ■    1  ‐

|‐ | |‐ |||‐‐・ 脅憚

“

年数

白血病患者の移植後の生存率

スタンダードリスク

==三
二

「
= 
三手■

漫「三言議三三二

「
= 
慢 三専

■■ |■ |■■■|■ |■‐■| |■ ■■■■■ |■■ |||■ ■■ |■■~―一.―一____― ‐_三二

ハイリスク (N:111)

急性白血病第 2寛解期以降

一 Ч

慢1性骨髄性自血病カロ速期以降

骨髄異形成症候群

移植後年数

三 =戸 三 =言
~τ

■ 重 症 再 生 不 良
=貧
二 の 移 壇 戒積

三]4_言三
「
三  

「

■ 1ょ ,I=ir三 ■■ ■旱 ■  tt T [言 ン T  l i

6毒  天ン`  の 2つ .こ分 アて ,填 を示 します ,欧 米 の成積 に ,6べる とが

か ιl車に か 甫結 です  (図 ■ヽ

重 症 再 生 ス 良 性 貧 EL患者 の 移 植 後 の 生存 率

II

=■EI三 =

■先 天性 疾 患

■ 80.0■ 三 二

「

三
= 
二 ‐号 苦 手

「

三二夏 ● 三:F■ ■・言て' 三なし)

、 45%)

I´ 、となっ

E百  三
「
二[~「 :、 1千不

、再発 3「 _、 その他 H

各々に lf」として計上 )

骨曇移植で:ま、芋t重 |ナ :三

「
■,'レ

=:τ

■
=f=_―

―影Ⅲ lこ よ |り 患者さん

の売疫方が電■・_=下するため、間責恒誌炎や敗二屋等の辱染症が発生しや

すく、また、大量の薬物接与等による副作用で、肝藤 腎澄、心遺等の機能

障害が起きることがあります。なお、 GVHD 鮨珈多
'新
議む対 は、二濠

者間移植でも20%程度みられますべ 非血縁者間移植では∞%程度発生して

おり、そのうち約 3分の 1カヨ 支のものです。これらの原因への対策を三る

ことにより成績がlt上していくものと期待されています。
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鶯鮨仄瘍狡鰈洸]仄鶯聰饒

蝠 鍮 儡 掬寧 畿 晰鑢 鍛 お畑 毎攣

籍骨髄バンクは、世界的にここ数年急速な成長

を遂は 現在、1世界約40の国と地域に設立され

ておりt ドナニ登録数は合計で300万人を超え

ています。白血病等の血液難病の患者さんを骨

髄厖琳瓢捉狭 )て救おうという運動は、国。民族。

政治や宗教の違いを超えて世界的規模のボラン

ティア運動となっています。また、欧米を始め

とする各国の骨髄バンクにおいては、国や地域

を超えて相互にドナー検索と骨髄提供を行って

います。_‐        ‐

雛当財団では、
1先
ず国内においてのドナー登録

の拡大、三―ディネート体制の整備、医療躙

の充実など骨譴バンク事業の基盤整備か必要こ

考え、これらに杢力|を尽
.そ

t.そ まt'り まtた
が、国際的な相互協力のあり方についても並行

して検討を進めてき.ま した:

驚発足から5年目を迎えるにあたり、国内の体

制が一応整備され、ある程度の知識の蓄積と実

績を得ることができましたので、現在、かねて

からの懸案であったアメリカ(NMDP・全米骨
髄バンク)との国際協力に向けて、国内の関係機

関との調整や実施のための具体的な準備を進め

ております。

轟今後は、日本骨髄バンクに登録されているド

ナー登録者の皆様には、国内の患者さんだけで

なく、海外の患者さんに骨髄液を提供していた

10月 12日 (上)11時～20時「新宿アル

タ 1階・デー トプラザ」において各

ミュージシャンの方々のボランテイ

ア出演により骨髄バンク街頭キャン

ペーンが行なわれました。昨年10月 に

続いて、今回も東京新都心ライオンス

タラブ等 のご支援により実施された

ものです。元気になられた患者さんや

ドナーの方、学生グループも加わり、

街頭募金や、パンフレット配 りをして

いただきました。

各地区における骨髄バンク事業の推進を

図るため、次の地域で地区推進連絡会議

が開催されました。財団、厚生省、都道

府県、日赤骨髄データセンター、ボラン

だくこともあり得ることをあらかじめご承知置

きいただきたいと思います。なお、コーディネ‐

卜手続きについては基本的に従来どおりであ

り、骨髄採取も国内で行ないます:手続き面に
ついてはこれまでと何等変るところはありませ

んので、ご安心いただきたいと思います。 |
轟:また現在、国内でHLA塾あ適合する|チ|
候補者を見出すことができない患者さんにとっ

ても、海外の骨髄バンクでHLA型の適合する
|ドナニを見出す可能陛が生まれることになり:

骨髄移植べのチヤンスや生きる希望が広がるこ

とになります。国際協力に関わる契約締結、業

務開始寺の際には、わっ Cマ スコミ寺にて公式

発表 t｀たtます。    |   ‐ ‐   ■■

世界各国の骨髄 ドナー登録数餓数)

日  本 73′ 000
く 996年 r月 議査〉

=国
際協力事業の開始について、皆様のご理解

とご支援を心からお願いいたしますしなお、こ

の件につきましてご意見、ご質問、疑問などが

ございましたら財国庫務局までご連絡くださし、

テイア団体などが一同に会して骨髄

バンク事業に関する意見交換を行い

ました。また、これに先だち地区普及

広報委員会議も持たれました。

6月 18日 (火 )大阪市 (近畿地区)
8月 30日 (金)仙台市(北海道。RII地区)
11月 8日 (金)熊本市 (九州地区)

平成 5年 1月 、日本骨髄バンクを介し

た初の非血縁者間骨髄移植が実施さ

れてから、来年 2月 頃には累計 1千例

の移植が達成される見込みです。これ

を記念 し全国一斉に街頭キャンペー

ンを行なう予定です。正式な月日、場

所等は、後日マスコミ等で呼びかけま

す。皆さんのご支援をお願いします。

■ドナー登録者で51歳になられたり、何かの理由でドナー登

録を取消される方で「骨髄バンクニュース」の送付を引き続

き希望される方は、財団序務局までご連絡下さい。

骨髄バンク事業の発展をめざして全国大

会が本年も「骨髄バンク推進月間」の12

月に開催されます。今回は創立 5周年と

いう節日に当たり、その開催意義はきわ

めて深いものです。どなたでも参加でき

ます。たくさんのご参加をお待ちしてい

ます。

196全国大会(5周年記念)

靱 廂 プずず|
‐曇:感清嘉理議譜よ∵■

‐

〈併催〉

骨髄バンク支援キャンペーンコンサート

2月 6日 (金)8:00～ 22:00 入場料3′ 000円
新宿アクトホール 東京都新宿ルミネ内
チケット/HLA事 務局 03379 551

嚢慶鬱憑霊識i理,|
レッ ト、リーフ レし|ド|めIE「 1刷 |1物 11ま■
「オー トレース公益資金Jの補助 |を1受■
け発行 しています。       |

編 集 後 記

]襄手だった ドナー登,=の電話問い合

わせが、ここ 7～ 0月 は大幅に増力、

実祭の登録者数も毎月 |千名を越える

ようになりました=公共広告機構 (AC)

キャンベーンをはじめ、新聞、テレビ

などのマスメディアの影響や、各地で

地道に広報活動を続ける方々のこI黎
~協
力の賜です。■骨髄バンクが誕生

して本年 12月 で商5デ景 今号は骨髄バ

ンクを見守る熱い視線を感じた号でし

た。関係各住3ご吉
=■
感チ:と曇意を

表したいと思います■この 5年の歩み

には生を得た方、それを支えた方たち

の万感の思いが込められています。

900人を越える提供者の方々の無償の

愛と勇気こそ座談会出席者の斗ケ沢秀

俊さんの言われる「成熟した日本」の

大きな宝であり誇りでもあると思いま

す。■ 1日 も早い ドナー登録 10万人、

いや20万人登録へ、その歩みは止まる

ことはありません。移植を待つ全ての

患者さん力ヽ もう一つの誕生日を迎え

られる日まで 。

2′ 250′ 000(メo


